
アポイ岳・南アルプス現地視察報告 

 

 日本ジオパークに応募のあった、アポイ岳と南アルプスの両地域に対し、以下のように現地

視察を行った。 

 

アポイ岳ジオパーク 

11 月 17 日(月)、18 日(火) 

参加者：尾池委員長、中田委員、事務局渡辺 

案内者： 様似町水野社会教育課長、北大新井田准教授、様似町田中学芸員ほか 

 

南アルプスジオパーク 

11 月 15 日(土)、16 日(日) 

参加者：尾池委員長、中川委員、事務局渡辺 

案内者：伊那市白鳥副市長、中央構造線博物館河本学芸員、飯田市美術博物館村松

 学芸員、同館松島顧問ほか 

 

 以下、視察の結果を報告する。 
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アポイ岳地域現地調査報告 

 

参加者：尾池委員長、中田委員、事務局渡辺 

案内者： 様似町水野社会教育課長、北大新井田准教授、様似町田中学芸員ほか 

 

11 月 17 日 

 午後、様似町に入り、まず沖合の親子岩などを作る安山岩岩脈を遠望する(写真 1)。

その延長であるエンルム岬付近が地形的に天然の良港であり、様似における和人発祥

の地であるとのことである。役場で挨拶後幌満川沿いで、自生北限のゴヨウマツ、典

型的なレールゾライトを観察した（２）。60km の地下から地表に現れた岩石である。

さらにもう少し上流で、レールゾライトとハルツバージャイトの境界が見える川岸の

露頭を観察した（３）。説明がないとわからないが、マントルの中でできたマグマの通

り道が見られる重要な露頭である。さらに上流には、カンラン岩体縁辺部の蛇紋岩の

上に建設したため少しずつ移動しているダムがある。あと 10m 下流に作っていれば新

鮮なカンラン岩の上だったそうである。このダムサイトより上流は変成岩の分布地帯

であり、地形がよりなだらかとなる。両方の地形を作っている岩石を比べられるよう

なサイトが必要との意見があった。このサイトからは晴れていれば日高山脈が見える

とのことである。幌満川下流に戻り株式会社東洋オリビンのカンラン岩採石場を見た

（４、５）。東洋オリビンの協力で、採石場はガイド付きのツアーで見られるようにし、

岩石・製品の展示も考えるとのことである。その後アポイ岳ビジターセンターに移り、

アポイ岳の植物の概要、岩石・土壌・気候と植生との関係について説明を受けた（６）。 

 

11 月 18 日 

 アポイ岳周辺の岩石・動植物を研究に来る人が 1 泊 500 円で泊まれる研修センター

を見学した。岩石カッターを備え付けており、この研修センターのおかげで生まれた

論文が多数ある。アポイ岳ファンクラブが整備を行っている登山口の入口を見学した

後、海岸沿いの旧国道でグラニュライトの圧砕岩を見た（７）。なぜカンラン岩が地表

まで上がってきたかを知るのに重要な岩石であるが、露頭だけ見ても全体像がわから

ないので、わかりやすい説明、図解を工夫する必要があるとの議論があった。付近に

は手堀りのトンネルがあり（８）、海岸の昆布干し場にはカンラン岩の砂利が敷き詰め

てあり（９）、この地域の岩石と人との関わりや日高耶馬渓と呼ばれる所以がわかる場

所である。子供に岩石割り体験をしてもらうにはこの海岸がよいのではという提案が

あった。その後展望台となっている観音台へ登る（１０，１１）。アポイ岳とその山麓

の段丘地形、襟裳岬と段丘地形、エンルム岬、親子岩と続く岩脈列がよく見え、適切

な説明があれば地域の地形・地質の全貌を知るとともに現在のテクトニクスを理解す

るのによいジオサイトであるとともに、シャクシャインの乱の遺跡としてアイヌの歴

史にとっても重要な場所でもある（１２）。その後蝦夷三官寺の一つ等樹寺、郷土資料



館などの歴史・文化的サイトを見学した（１３）。最後に役場の前の「アポイの鼓動」

と名付けられた岩石庭園を見学した。地元の幼稚園の子供たちが石に登って遊んでい

た（１４，１５）。ここにはそれぞれ異なった様々なカンラン岩とアポイ岳周辺の岩石

を、断面を磨いて展示してある。マントルの石に興味がある人は一日いても飽きない

場所である。「石語（岩石学の専門用語）」を使わずにこの岩石の面白さをどう伝える

かが今後の課題だ、との指摘があった。その後、帰途、日高山脈越えで帯広空港へ移

動した。 

 
意見交換会 

尾池：この地域の岩石・地層・地形と様々な出来事の時間・空間的関係を整理して欲

しい。日高山脈にはプレ−ト同士の衝突によりのし上がったプレ−トの断面が見えてい

る、という全体像のわかりやすい説明が欲しい。本州から来る人のことを考えると、

本州側との地史の比較という視点が必要だろう。「新鮮な」カンラン岩というときの「新

鮮」の意味を普通の人にわかるよう説明すると、この地域の世界的価値がわかる。司

馬遼太郎の「菜の花の沖」の題材となった淡路島出身の高田屋嘉兵衛の話をお聞きし

た。淡路島の人も関心を持つと思うので、北淡町野島断層記念館などと何らかの姉妹

関係を結べないか。街中の至る所にカンラン岩が使われているが、来た人に硬さと重

さを実感してもらえるよう、例えば海岸でいくつかの種類の石を割って比べられるよ

うにすると良い。山から海まで含めた Natural History を強調して欲しい。 

中田：歴史・文化のサイトも含めて狭い地域に見どころが多数あるとの印象を受けた。

地学だけでなく歴史も面白い。まだ申請の準備を始めて 1 年であるので準備不足であ

るのはわかるが、看板・ガイドブックの整備が必要だ。プレ−トのめくれ上がり、マン

トルからマグマができる過程とそれに対応したカンラン岩のタイプなど、一般の人に

わかりやすく説明するにはまだまだ工夫がいるだろう。良いガイドがいて初めて面白

さがわかるので、ガイドの養成が重要である。新井田さんが説明しなくても価値がわ

かってもらえるようにしなくてはいけない。 

尾池：ここに匹敵するカンラン岩のある場所は世界にあるか？ 

新井田：スペインに大規模な岩体があるが、新鮮さではここが上である。 

尾池：世界の他の地域と比較すると一般の人には価値がよくわかる。 

新井田：全体の枠組みをわかりやすく説明する工夫をしたい。来春から看板の設置な

どはスタートする。 

尾池：わからないことは無理に説明しないで「わからない」というと、夢が広がる。

「わからない」ことがある、ということ自体価値があるので強調すると良い。 

新井田：GGN を目指すが、まず日本ジオパークとして始め、3 年くらいかけて整備して

いきたい。世界を目指すための方針について委員会として何かコメントがあれば。 

尾池：委員会もまだ試行錯誤をしている段階で、方針を押しつけることはしない。GGN

を考える場合、近隣地域にも良いサイトがある。地学的に見ると行政界とは必ずしも

合わないが、道・支庁との関係など無理をしてはいけない。 



町長：自然の中に仰々しい看板を立てることはあまりしたくないがどうすればよいか。 

尾池：ビジターセンターに詳しい解説を置き、現地は簡単にするとよい。ガイドブッ

クを用意し、また website で事前に勉強できるようにしておく。Google の検索で引っ

かかるようなハングル・中国語・英語のサイトを整備する必要がある。 

中田：狭い場所にあんまりたくさん看板があると見栄えが悪い。 

尾池：看板はあんまり詳しくない方が更新も少なくて済む。 

町長：一般の人向けのコースをどう考えたらよいか。 

尾池：レベルに合わせたいくつかのコースを用意することが必要。 

渡辺：申請書提出以降にかたまった計画があれば、委員会の前に出しておいて欲しい。 

水野：ガイド養成用の教本を作り始めている。また、ガイド認定制度をやる予定であ

る。 

以上 





南アルプスジオパーク中央構造線エリア現地調査報告 

 

参加者：尾池委員長、中川委員、事務局渡辺 

案内者：伊那市白鳥副市長、中央構造線博物館河本学芸員、飯田市美術博物館村松学

芸員、同館松島顧問ほか 

 

11 月 15 日 

 まず中央構造線(以下 MTL)板山露頭を見学した(写真 1)。この露頭(2)は、近隣住民

の要望により説明板・案内板(3)を自治体が整備し、住民が露頭の保全を行っている。

説明板は日本列島の地形・地質→この露頭の意義という流れになっていてわかりやす

い。昼食の際に、伊那谷自然友の会の出版物を多数見せてもらい、その内容の濃さに

感心した(4)。高遠城と段丘地形を車の中から眺め、堆砂で埋まったダムの脇を走って

戸台化石資料館(5,6,7)に着いた。ここでは 21 年間にわたって化石学習会・化石採集

会を行っており、その際に採集した化石はすべて資料館に採集者の名前を記録して保

管(8,9)してあり、採集者はいつでも自分の化石を見られるようになっている。「みん

なみんな私たちのたから」(10)という言葉が館内に掲げてあった。次の MTL 溝口露頭

(11,12,13)は「中央構造線公園」(14,15)の中にある。地元の専門家との連携があま

りないまま作られた看板・観察路(16,17,18,19)には改善の余地があるが、杖突峠の

MTL の鞍部(20)が見通せるなど、良いジオサイトである。南アルプス林道(21)に入り、

急峻な地形と崩壊跡を見ながら走り、石灰岩からなる幕岩(22,23,24)を対岸から見た。

白い石灰岩層が向かい側の山の急斜面に斜めに走っており、地層が板のようなもので

あることがよくわかる。仏像構造線の露頭(25,26,27,28)に立ち寄り北沢峠まで走った。

登山者向けのノンストップバスとは別に、ジオサイトを含む見どころで止まって運転

手がガイドしながら峠まで走る観光客向けバスを、来年夏から走らせるために運転手

の研修も計画中とのことである。北沢峠(29,30)では河川争奪地形(31)の説明を受けた。

この地形に関するガイドマップを来夏配布し、往復 2 時間のガイドツアーも行う予定

とのことである。 

11 月 16 日 

 旧高遠藩との境界で MTL が峠となっている分杭峠(32,33,34)を通って、高森山林道

のマイロナイトの観察ルートへ行った。峠の下は、「ゼロ磁場(気場)」(35)と称するス

ポットになっていた。林道の観察ルート(36,37,38)は研究者向けとなっており、英語

の名称も記された岩石名を示す看板(39,40)が要所に掛かっている。次に MTL 北側露頭

を見学(41,42)した。ここは豪雨による土砂災害で廃村になった場所(44)で、その説明

板はないが人間生活と災害に関わるジオサイトでもある。ここで大鹿村村長の挨拶

(43)を受けた。露頭は風化が激しく(46,47,48)、説明板の写真(45)とは少し状況が変

わっている。この露頭のはぎ取り標本が中央構造線博物館に展示されている(49)。大

鹿村河合で MTL 断層鞍部(50)を見た(51,52)。対岸には大西山の崩壊地が見える(53)。



近くには、私有地内を地主自ら整備した MTL の露頭もある(54)。大鹿村中心部を抜け

て MTL 安康露頭を見学した(55,56,57,58)。川原はしょっちゅう土砂が動くので看板

を近くに立てられないが、それはここが川の堆積・浸食作用を見るジオサイトともな

ることを意味する(59,60)。大西山の崩壊跡を整備した公園に移動した(61,62,63,64)。

崩壊跡の急斜面では 50 年近く経った今でも崩落防止工事が行われている。道路脇の採

石会社「大鹿砕石」には、入口にマイロナイトを使った石碑とマイロナイトのことを

科学的に説明した看板が設置されていた(65,66)。昼食は大鹿村名物鹿肉ハンバーグを

塩の資料館のレストランで食べた(67)。塩の資料館には鹿塩の塩水の起源を中央構造

線と関連づけて説明する展示、鹿塩の塩泉の利用史の展示など(68,69,70,71)がある。

最後に中央構造線博物館を見学(72-80)し、今回見学できなかった飯田市側のジオサイ

トである尾池山クレーター、遠山の化石林などの説明(81)を受けた。 

意見交換会 

尾池：昔から来たかったが、今回初めて見て地元の熱意がよくわかった。わかりやす

い説明がされていて、ふだん私が地球物理学的に考えている概念と現物がうまく結び

ついた。ジオパークでは、大地を見てそこが謎だらけであることを知ってもらいたい。

この地域は子供たちに良い場所を提供してくださっている。説明についてだが、様々

なイベントの時代は何年前といった数字の形で、また付加体など動いてきたものにつ

いてはどこから来たか具体的な場所を知りたい。説明板などでは時間軸と動いた軌跡

がわかるようにして欲しい。46 億年の地球の歴史で、最近 1 億年の間に様々なことが

あったと実感できる素材がある場所なので、それを実感できる説明を工夫して欲しい。

何がわかっていないかを説明することも大事だ。わからないことだらけと言うことを

子供に見せると良い。 

中川：この地域のバックグラウンドを知らなかったので、今回見て驚いた。伊那谷自

然友の会などのこれまでの活動は大きな財産であり、ガイドになってもらえる人がた

くさんいる。南アルプス林道のバスの運転手のガイド養成には期待している。登山者

が高齢化すると、ピークを追うよりジオを観察する山旅に人気が出るのではないか。

土砂災害・崩壊があちこちにたくさんある。いつどんな風にくずれたか伝えられると

良い。山はくずれる、それが日本列島である、ということがわかる。鹿塩の塩の起源

はよくわからないそうだが、わからないことがあることは面白い。そのナゾに対して

「大鹿賞」などという懸賞を出しても良いのではないか。飛行機からこの地域を見て

もらうと良い。航空会社と連携して、中央構造線を機内雑誌で説明してもらうことは

できないだろうか。中央構造線はここだけではないので、他地域との連携も重要だ。

高遠青少年自然の家のプログラムにぜひ「ジオ」を入れるべきだ。また、世界を目指

すには英語の説明も必要だろう。 

河本：改善すべき点など注文があれば教えて欲しい。 

尾池：国立公園との関係、行政界との関係があるが、「ジオ」として意味のあるまとま

りでやって欲しい。すでに南アルプスとして世界遺産を目指す組織があるが、ジオパ

ークと考え方は少し違う。日本列島の地質はヨーロッパなどと比べて細かい。地球科



学的に考えると日本では細かいジオパークがたくさんできていい。無理のない範囲で

始めてもらって、将来的にまとめて GGN に申請する。既存の枠にとらわれないでやっ

て欲しい。JGN の中では、例えば MTL グループといったテーマグループを作ると良い。 

村松：ヨーロッパでは遊歩道やサイクリングロードなどの設備が整っている。この地

域ではどのようにやっていけばよいか。 

尾池：ヨーロッパ、特に北欧・西欧とはジオが違うので同じにはできない。また、大

学や研究の歴史の厚みも違う。科学リテラシーが低いことを前提にやらなくてはいけ

ない。小中高の教育で何にも教わっていないことを前提に、親切な説明が基本だ。 

中川：この地域にはナントカ岩カントカ岩のたぐいがなく、手垢がついていないので

ストーリー作りがやりやすいのではないか。 

尾池：地元の人が MTL に愛着を持っていることは素晴らしい。ここには大地だけでな

く人もある。施設もある。 

中川：5 年、10 年の計画を考えておく必要がある。書いておくと実現していくものだ。

旅をするときのストーリーを作ると良い。雨の時のコースも必要だ。 

尾池：雨コースは観光客にとってのリスクを減らせる。外国語がないが、外国人を受

け入れるための将来計画は？ 

河本：外国人の観光客はほとんどいない。博物館に来る外国人は砂防の研修生くらい

だ。地学必修だった頃の人はプレートテクトニクスを知らない。プレートテクトニク

スが当たり前になった時代には高校地学をやっていない。「付加体」を知っている人が

いないので、それを知ってもらうことがスタートである。登山者はせっかく森林限界

の上まで行っても、地形・鳥・花を見て岩を見ない。塩見岳の登山道入口に説明の看

板を立てたところ、それを見て博物館に少し来てくれるようになった。登山者は長野、

山梨、静岡の三方向から来るので、三方向の入口をジオパークにしたい。 

尾池：登山者は大事だ。海水をどければ日本列島は比高 1 万メートルの山脈になるこ

とをわかって欲しい。 

河本：1 万メートルの塩見岳の山頂は海嶺でできた緑色岩だ。 

尾池：1 億年と数 1000km の旅をしてきたことをわかってもらう。そのためには入口に

ガイドマップを置くことが大事。登山だけでなく、俳句を詠む人は全国に出かける。

また、食べ物と地質の関係に興味を持ってもらうこともいい。 
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